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はじめに

高齢ドライパーの自動車運転事故が社会的

な問題となっている。高齢ドライパーによる

運転事故の原因は、不注意による発見の遅れ

83.5%、判断ミス 9.6%、操イ乍ミス 6.8%のJll買

に多く、違反件数も安全不確認37.2%、交差

点安全進行18.1%、前方不注意13.0%の順に

多い（警視庁、 2018)l）。これらの事故原因に

は加齢に伴う認知機能の低下が関係してお

り、高齢ドライパーに対する運転適性評価の

開発が求められている。

我々が開発を進めている模擬運転テスト

は、被験者に実写による運転映像を提示し、

映像の動きに合わせた運転操作を行わせ、ハ

ンドル、アクセル、ブレーキの操作と、危険

場面や危険予測場面で生じる手掌部発汗反応

(palmar sweating responses : PSR）と皮膚電

位反射（skinpotential reflex : SPR）を評価す
るものである2）～5) （図 1)。模擬運転テスト

によって被験者が危険を感じたり危険を予測

したりすると手掌部発汗と皮膚電位反射が増

加するが、主観的な危険度の強さと手掌部発

汗反応との関係は明らかにされていない。被

験者が体験する主観的な危険度の強さと手掌

部発汗反応との対応関係が認められれば、危

険認知や危険予測を評価する模擬運転テスト

の妥当性を保証する所見となる。本研究の目

的は、模擬運転テスト時の被検者の主観的危

険度と手掌部発汗反応との関連性を検討する

ことである。

対象と方法

研究への参加に同意したボランテイアの若

年健常成人26名（男性6名、女性20名、平

均20.6歳）を対象とした。実験は室温23.6±

図1 模擬運転テスト
（文献5、p260より転載）

1.2℃、湿度35.8土 3.9%の静音環境下で実施

した。手掌部発汗と皮膚電位反射は模擬運転

装置に搭載されている発汗計SKN-2000と

皮膚電位計SPN-01（株式会社スキノス）を

用いて測定した。

運転映像は市街地を走行する映像（6分）

を使用した。この映像には A トラック追い

越し（トラックの陰から出てくる車に気を配

りながら追い越す）、 B一方通行の直進（車両

の割り込みなどはない）、 C一時停止－1（左折

前にカーブミラーや往来する車両を確認す

る）、 D一時停止す（直進する途中で右から

割り込む車両を見送る）、 E交差点右折（右折

前に車線を変更する）、 F自転車・歩行者横断

（自転車を見送った直後に横断者が現れる）

がJll買を追って現れる（図2）。

手掌部発汗量は各場面 10秒間の平均発汗

量を定量評価した。主観的危険度は場面毎の

危険の強さを O～3点で評価する 4件リッ

カート尺度を作成し、模擬運転終了後に被験

者の感じた危険の強さを数量化した。なお、

本研究は信州大学医学部の倫理委員会の承認

を得た。
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A.トラック追い越 ・ゆ
し

B.一通直進 ーゆ c.一時停止－1
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(191-201 sec.) －・

E.交差点右折
(279-289 sec.) 

ーゆ F.自転車・歩行者横断

図2 市街地運転映像に含まれる評価場面
時間は運転映像の開始からの時間を表しており、それぞれの場面（10秒間）の平均発汗量を定量
評価した。
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図3 模擬運転テストによる応答波形
上段から、手掌部発汗、皮膚電位反射、ハンドル、アクセル、ブレーキの平均波形を表している
(n = 26）。
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結 果

図3に模擬運転テストによる被験者26例

の平均波形を示した。 A トラック追い越し、

E交差点右折、 F自転車・歩行者横断では、

ブレーキ、アクセル、ハンドルの操作に対応

する皮膚電位反射と手掌部発汗の増加を認

め、 B一通直進（一方通行の直進）、 C、Dの

20 発汗学

一時停止場面では反応が減少する傾向がみら

れた。

図4に主観的危険度と手掌部発汗量の応答

順位を示した。主観的危険度は、 F自転車・

歩行者横断、 A トラック追い越し、 D一時停

止－2、E交差点右折、 C一時停止－1、B一通

直進の順に大きかった （p< 0.01）。一方、手

掌部発汗量は A トラック追い越しで最も多
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n = 26, Mean ± SE, ANOVA: p < 0.0001, Bonferroni：叩く0.05,**p < 0.01 

主観的危険度と手掌部発汗量の応答順位図4

A.トラック追い越し
0.50 

手掌部発汗反応、を指標とした模擬運転に関

する研究では、被験者に前方にトラックが走

行している映像を呈示し、自車との距離を変

動させると、トラックとの距離が近づくほど

緊張感が高まり発汗量が増加することが報告

されている（Zhenget al., 2015）。本研究に

よって、運転映像に対する主観的な危険度と

手掌部発汗量の聞には比較的強い相関が認め

られることが明らかとなり、模擬運転テスト

における危険認知の評価指標としての手掌部

発汗反応の妥当性が示された。

Fの「自転車・歩行者横断」は、交差点を右

折する際に自転車や歩行者などの横断者が連

続して現れる場面であり、持続する注意と緊

張が被験者の感じる主観的な危険度の強さに

影響したものと思われる。

一方、手掌部発汗量はAの「トラック追い

越しJで最も多く、これについては危険予測
の強さに加えて、場面が現れる順序が関係し

察考
F.自転車

歩行者横断

2.50 

y = 0.106x + 0.1996 
r = 0.70 

(n = 26) 

2.00 

D.一時停止・2

1.00 1.50 

主観的危険度

主観的危険度と手掌部発汗の関係

c.一時停止－1

B.一通直進

0.50 

0.45 

0.40 

0.00 

0.00 

0.35 
田冒副 N 

tt 5 0.30 
長 0.25
: _§ 0.20 

0.10 

0.15 

0.05 

21 2019 Vol.26. No.l 

図5

く、次いで、 F自転車・歩行者横断、 F交差点

右折、 B一通直進、 D一時停止す、 C一時停

止－1の順に多い傾向がみられた （p< 0.01）。

図5に全例の平均から求めた各場面の主観

的危険度と手掌部発汗量の関係を示した。主

観的危険度が高いほど手掌部発汗量も多い傾

向がみられた（ァ＝0.70）。



ている可能性がある。 Aの「トラック追い越

し」は評価場面のなかでは最も初期に現れる

危険予測場面であり、模擬運転テストに対す

る初期緊張が手掌部発汗量の増加に影響した

ものと思われる。

本研究は JSPS科研費 16K01542の助成を

受けた。
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